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１．はじめに

　岩手の県土は広大で，沿岸部は本州最東端に位置
している。その長大な海岸線には，リアス式の変化
に富んだ美しい海蝕景観が見られる。昨年 3 月 11
日に発生した東北地方太平洋沖地震において，観測
史上類を見ない巨大津波が襲い，沿岸部の広範囲に
わたり甚大で深刻な被害を与えた。１年を経た今も
なお，住まいを失い不自由で厳しい生活を余儀なく
されている方も多い。
　本校は，県南内陸部に位置しており，校舎にひび
割れがあったものの，幸い人的な被害は全くなかっ
た。地震発生時，校舎内には部活動や課外の生徒が
いたが，全員が無事自宅に戻ることができた。そし
てその後数日間は，ライフラインが回復せず，燃料
や生活物資の供給が途絶えがちな状況が続いた。
　本校の所在する奥州市は，被害の最も大きかった
地域の一つである陸前高田市に比較的近い位置にあ
る。電気供給が復旧して沿岸地域の壊滅的な被災状
況が明らかになってくると，隣接地として何か支援
行動を起こさなければという意識が学校内にも強く
出始めた。

２．復興支援の取り組みを開始

震災直後
　まず本校チャレンジショップ「ござえんちゃハウ
ス」※ 担当者が中心となり，まだガソリンや食料が
なかなか手に入らない苦しい状況下であったが，3
月 19 日に開発商品「そばはっと」200 食分と野菜
を積み，片道３時間以上をかけて宮古市・宮古商業
高校へ届けることができた。震災直後から避難所と
なった宮古商業高校の窮状を知ったからであった。
生徒会では，４月 13 日〜 20 日にかけて募金活動を
行った。その後に，地元「水沢商人まつり」会場内
でも募金を呼びかけた。それらは隣接する住田高校
に届けるとともに，一部は福祉団体を通じて役立て

てもらうことができた。また生徒会が中心となって，
沿岸部商業高校生が電卓を失い困っているというこ
とから，卒業生や職員・生徒から使用していない電
卓を集め，盛岡商業高校を通じて届けた。
※「ござえんちゃハウス」：実践的に経営を学ぶための
チャレンジショップ。平成 11 年に地元商店街の衰退を
くい止めようと地元野菜の販売を空店舗で開始，今年で
開業 13 年目を迎える。現在は商業科の生徒が中心とな
り仕入から販売まで行うチャレンジショップの他，外部
イベントや研究活動に意欲的に取り組んでいる。

部活動を通じて
　被災地域の高校を招いた練習試合を行い，本校合
宿所に泊まってもらうことで，その際の合宿費や食
費等をＰＴＡ予算から補助した。バレー部，ソフト
テニス部，野球部，バスケットボール部，ソフトボ
ール部等が行った。そのほか，「商業研究選抜チー
ム」が６月４日，ワープロ部が同月 18 日に陸前高
田市に行き，がれきの片づけや倒壊家屋からの運び
出しなどのボランティア活動に参加した。震災から
３ヶ月以上経過しても，がれき処理がすすんでいな
いところもあり，高校生にとっては厳しい作業もあ
った。
全校をあげて
　この部活動単位での活動に触発される形で学校全
体として，被災地に赴いての復興支援活動を行うこ
とになった。全校一斉には困難なことからクラス毎
に活動を行うことになった。１回目の７月 11 日か
ら 10 月 21 日までに全校９クラスが陸前高田市にお
いて復旧活動に従事した。10 回目の活動の 10 月 29
日には，保護者，生徒有志，教職員約 70 名が参加
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した。作業内容は，が
れきの撤去や家屋片付
け，田畑の草取りなど，
夏場の暑い中や雨天時
のこともあり，女子生
徒には大変なことも多
かったが，その分作業
を終えたあとの達成感
は，他では得られない
ものがあったようだ。
被災地の窮状を目の当
たりにし，その変わり
果てた姿に驚き衝撃を
受けた生徒も多かった
が，同時に被災者支援
の大切さを直に感じる
ことができた。以下生

徒の感想から一部引用させていただく。『……作業
終了の時間が近づいてきたとき，私はその日はじめ
て被災地の方に「ありがとう」と言われました。直
接お礼を言われるとは思ってもいなかったのでびっ
くりしましたが，驚きよりも嬉しさの方が何十倍も
何百倍も大きかったです。この震災がもたらした被
害の深刻さと，復興に向けて支えあっていくことの
大切さを肌で感じた一日でした』そして，この支援
活動は次年度以降も継続して行う。
ＰＴＡ活動として
　ＰＴＡ総会において，本校ＰＴＡ活動として被災
された学校のために義援金を募ることが決められ，
早速，総会後の学年ＰＴＡの場で多くの募金をお願
いした。また各教室にも募金箱を置かせてもらい，
義援金を募った。これらの募金については，県高Ｐ
連を通じて被災した沿岸の加盟校に届けられた。
　10 月 29 日，ＰＴＡの呼びかけで保護者・生徒・
教職員あわせて約 70 名が陸前高田市で行った支援
活動では，全国から１千人を超すボランティアが訪
れていた。現地にはまだ打ち上げられた岩やコンク
リートがころがっており，堤防にはなぎ倒された木
も残っていた。しかし，市内にはコンビニやスーパ
ーが数軒ではあったが営業しており，生活基盤回復
の兆しも目にすることができた。

３．おわりに

　本稿では，この一年の間で本校が被災支援に関わ
ってきた活動を掲載させていただいた。それは，聞
き伝えのことではなく，できるかぎり正確な事実に
よって記したい，という思いからであった。それゆ
え被災された沿岸部各校の実状や頑張りをこの紙面
でお伝えすることできなかったことをお許しいただ
きたい。
　被災地支援やボランティア活動については，県内
各校でも多くの取り組みがあり支援の輪が広がり，
絆が強まっている。そして全国各地から被災地への
様々な形の支援をいただいていることに，勇気づけ
られ改めて元気をもらうことができたと感じている。
　さらに全商協会で検定試験料免除などの特別措置
をしていただき，本当にありがたかった。また７月
の神奈川県商業教育研究会の呼びかけによるイベン
ト「高校生東北商店街」に，岩手から本校（ござえ
んちゃハウス）と被災した宮古商業高校，釜石商工
高校が参加でき，多くの激励をいただいた。
　支援活動を行った陸前高田市は，市街地のほぼ全
域が津波により町並みを失った。市中心部にある県
立高田高校も，校舎３階まで浸水し体育館は建物ご
と流され，生徒 22 名が犠牲となった。同校には元
同僚として本校で一緒に勤務した教諭もいた。同教
諭は大津波が押し寄せてすぐ高台に避難していたが，
避難場所にいなかった水泳部員の生徒を探しに行き，
帰らぬ人となってしまった。何度思い返してもやる
せない悔しさだけがこみ上げてくる。
　今回の様々な支援活動を行うなかで，普段では見
せない生徒達の献身的なひたむきさや逞しい姿に驚
き感動した。そして地元住民の感謝の言葉は，生徒
達の心に確実に強く響いていた。沿岸部の生徒達も，
自分達の手で地元を復活させたいという思いが強い
に違いない。商業教育では，これまで様々な形で地
域に密着した取り組みを実践してきている。それは
地域を担う人材を育てることに必ず繋がる。これか
らの地域復興の中でさらに自分達に何ができるのか，
生徒達と思いを一つにして考えていきたいと思って
いる。
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